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．はじめに

『捷解新語』は日朝の外交事務に携わる朝鮮の通訳官養成のために、朝鮮王朝時

代の韓国で使用されていた日本語の教科書である。本文はひらがなで書かれ、各ひ

らがなに対応して一文字ずつそのひらがなの音を示すハングル音注が施されてい

る。日本語の拍に対応した音節文字であるひらがなと、音素文字を音節単位で漢字

のように四角く表記するハングル、これら 種類の異なる文字を対照しながら日

本語の音が考察できる点が、この資料のすぐれた特徴であろう。キリシタン資料の

ローマ字が規範的で統一された表記であるのに対して、『捷解新語』の表記、とり

わけ初版本である原刊本に見られる多様な表記は複雑で解釈が難しいが、それだけ

に興味がそそられる。

本稿では『捷解新語』の仮名とハングル音注を通して、 世紀の撥音に関する

考察を行なう。方法として、まず原刊本から撥音を示すと思われるひらがなとハン

グルをすべて抜き出し、それらを他の資料と対照しながら後続音別、語種別に整理

する。その作業を通して音注の表記方法を解明し、当時の撥音の実情を探りたい。

キリシタン資料では 入声が
・ >

（鉄棒）、
・
（挨拶）など で表記されて

いるが（文字の上の・は筆者が付す。以下同様）、『捷解新語』における 入声は原

刊本においてすでに「あいさつ
・

- - -
・・・

」のように開音節化した表記

となっている )。語末の［］が［ ］に変化していたのであれば、語末の［ ］も

舌音性を失っていたのであろうか )。その点についても考察したい。

ここで扱うのは『捷解新語』の原刊本（ ）であるが )、同改修本（ 年刊

行）、同重刊本（ 年刊行）の改修状況の追跡や、『日葡辞書』( - )、『ロ

ドリゲス日本大文典』（ - ）、『大蔵虎明本狂言集』（ 年に大蔵虎明書写）、

『倭語類解』（ 世紀初頭頃）など同時代資料の表記も参考にしながら考察を進め

る。

．撥音について

現代語の撥音はひらがな「ん」で表されているが、実際の音声は後続音に同化し

ているため一つではない。撥音の起源は、和語は音便変化から、漢語は語末の舌内

鼻音 と唇内鼻音 から生まれたと考えられる。語末の撥音は室町末期には［ ］

で実現されていたであろうことが『ロドリゲス日本大文典』などに記述された連声

現象の例から推測されている。
・

（肝要
・
）、

・
（べけんや

・
）、

・
（人間は

・
）、

・
（漢

音
・
）、

・
（因縁

・
))

語末の撥音の舌音性が失われた時期に関して奥村（ ）は中世～近世初期の

頃であろうとしている。その理由は、江戸時代初期輸入の黄檗唐音で喉内鼻音

が「剛カン・相シャン」のようにンで表記されているが、もし撥音を表すンが

であったなら 韻尾をンで表記できなかったであろうというものである（ -

［



）。

．撥音表記の全般的な状況

． 語末

本書 )における語末の撥音表記はすべて「ん 」である。後続の子音が軟口蓋

音 や両唇音 、 であっても「ん 」や「ん 」になることはない。

：もんあん
・
こそ

・
-
・
- - (- ）（ - ))(問安こそ）

：もんあん
・
はかり

・
-
・
- - - (- ）（問安ばかり）

：いつきん
・
も

・
-
・
- ( - ）（一斤も）

韓（ ）はこれについて「単語の語尾という意識が強くはたらいてしまった

ために［ ］で表した」（ ： -）のであって「実際には後接音によって［ ］

［ ］［ ］を使いわけて発音していたが、表記上［ ］としただけ」（ ： -）

であろうとしている。確かに、後続語の頭子音が軟口蓋音や両唇音であれば実際に

は同化した音で発音されたと考えるほうが自然である。では、後続音が母音、半母

音であったり、ゼロであった場合はどうであろうか。連声を表していると思われる

例は次の 例である。

．たいめんな
・
らは

・
-- -

・
- - （ - ）（対面あ

・
らば))

．かんに
・
よう

・
-
・

- （ - ）（肝要
・
）

連声現象は虎明本狂言であれキリシタン資料であれ、同時代資料においても表記

にほとんど現れない。上記 例も、その語彙に化石化した連声現象の跡と見るべ

きか、連声現象は存在したが表記に現れたのがこの 例だけだったと考えるべき

か、分からない。

しかし林（ ）には、本書の対格助詞ヲの語例中、次の 例は実は格助詞ノ

だったであろうという指摘がある（ - ）。下線は音注の提示箇所である。

．われらしよしんお
・
あらわれんやうに

・
- -

・
（ - ）（我ら初心の

・
現

れん様に）

．御ねんお
・
いた御つかいてこそ御され

・
- -

・
（ - ）（御念の

・
入

った御使でこそ御座れ）

．御ねんお
・
いた御こころかけ

・
- -

・
（ - ）（御念の

・
入った御心

掛け）

．それにつきさんお
・
おもしろさにまようて

・
-
・
（ - ）（其れに就き盞

の
・
面白さに迷うて）

当時の日本語においては連声現象により撥音の直後のヲがノと発音されていたた

め、撥音に続く助詞ノまでヲと解釈して過剰訂正してしまったというもので、興味

深い指摘である。少なくとも「撥音＋助詞ヲ」では依然として連声現象が起きてい

た可能性がある。
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． 語中

語中では後続音がカ、サ、タ、パ行（頭子音が無声音）、ザ、ダ、ナ、ラ行（頭

子音が歯茎音）、母音、半母音の場合は、語末同様に「ん 」で表されている。

しかし、後続音がガ行音、バ行音、マ行音の場合は で表される例もあるが、音

注の異なる表記の例もある。以下に例を 例ずつ挙げる。

．「ん 」の表記

ガ行：しふん
・
から

・
-
・
- - （時分柄）

バ行：さん
・
はん

・ ・
- （三番）

マ行：ほん
・
もう

・ ・
- - （本望）

．「ん 」でない表記

ガ行：たん
・
こ
・ ・

- （丹後）

バ行：はん
・
ふん

・ ・
- （半分）

マ行：きん
・
み
・ ・

- （吟味）

の表記では軟口蓋音 の前では 、両唇音 、 の前では となっている。

これらの末子音 、 は後続音への同化を表しているように見える。しかし、

と が同化を示すだけなら、カ行やパ行の前でも現れてよいはずであるが、

それらの前ではほとんど である（ 臣下
・
- 、巡杯

・
- -

))。

ところで、本書の語中の濁音の表記には次のものがある。濁音部分のひらがなに

下線を付す。

ガ行：すかた
・
-
・
- （姿）

ダ行：ゆたん
・
-
・

（油断）

はち
・
-
・
（恥）

いつ
・
-
・
- （何れ）

ザ行：すす
・
-
・
（錫）

さそ
・
-
・
（さぞ）

バ行：およふ -
・
-
・
（及ぶ）

この表記では、後続音と同じ調音点の鼻音（軟口蓋音 の前は 、歯茎音 、

、 、 の前は 、両唇音 の前は ）が挿入されている。これらの鼻音

は、当時主にガ行、ダ行の前に存在したと言われる入り渡りの鼻音を示していると

思われる。本書のガ行、ダ行には一部の例外を除くすべてにこの表記が使われてい

る。一方、入り渡りの存在がはっきりしないザ行、バ行では一部にしか使われてい

ない。

この濁音の表記を考えると、前述の「 ．『ん 』でない表記」の「丹後」の

は、入り渡りを意識した表記のようである。しかし、「吟味」のように鼻音が後

続する場合の は、後続音による逆行同化（唇音化）を強調しているようにも

思われる。

本稿では、撥音に濁音、ナ行音、マ行音が後続する語に用いられている - -

、 - -、 - -、 - -、 - -、 - -、 - -、 - -

［



の表記を「入り渡り＋平音」と呼ぶことにする。 、 、 は平音ではな

いが、便宜上このように呼ぶ。

．和語

まず、和語の語中の撥音を見る。「入り渡り＋平音」のローマ字の上に・をつけ

る。 虎>は虎明本狂言集の例である。各語の前の〇で囲んだ数字は和語の通し番

号であり、後ろの数字は例の数を示すが 例の場合は「 」を省略する。

「ん」がある例

清音：①なんそう - - （何艘）

濁音：②なんひき
・
-
・
- （何匹）

③なんほう
・
-
・
- （なんぼう）

④ねんころ
・
-
・
- （懇ろ）

「ん」がない例

清音：⑤なか - （何日）

⑥なと - （何と） 虎>なんとした事ぞ（今参り）

濁音：⑦かかえ
・
-
・
- （考え）

⑧なくわち
・
-
・

- （何月）

⑨まさら
・
-
・
- （満更）

なそ
・
-
・

（何ぞ） 虎>なんぞ（節分）

なちやり
・
-
・

- （何じゃれ）

なとき
・
-
・
- （何時） 虎>なんどき（末広がり）

鼻音： なの - （何の） 虎>なんの（武悪）

音注の正確さに比べて仮名は「ん」のない例が目立つ。①～④は仮名遣いが把握

されていたようであるが、⑦～ は入り渡りと解釈されたのであろう。「⑤何日」

「⑥何と」の語末音節が濃音表記 )( 、 ）であるが、「～日」（ 九日
・
、

十日
・
）のカと、引用のトは重刊本に到るまで原則的に濃音で表記されているから、

当然の結果である。しかし、この 語 例の に「ん」が当てられていないのは

意外である。「 何の」の は原刊本で多用され、改修を重ねる中で消えてい

ったハングル表記である。

．外来語・漢語 )

語例を見る前に、ガ行音に -（ - ）と -（ - ）の つの表記が用いら

れているので、その使い分けについて述べたい。筆者は音注の制作過程に関して、

日本語によく通じた朝鮮の通事の朗読に基づいて制作されたのではないかと想像し

ているのであるが、その際に漢語を構成する漢字の一つ一つが独立した語として捉

えられれば - が用いられたのではないかと考えている。 は語末の撥音を表す

文字であるし、平音 は語頭のカ行、ガ行に使われている。音注を考える際に漢
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字が参照できれば、このような表記が取られるかもしれない。その際影響を与えた

のは、呉音、漢音ではなく、東音 )であろう。

一方、漢語全体が一つの語として捉えられた場合は、 - を用いて後続音の入り

渡りを表したのではないか。参照するものがなく聞こえたとおりに表そうとすれ

ば、より表音的な表記になるであろう。

本稿では、語中に撥音を含む語に用いられている - -、 - -、 - -

、 - -、 - -、 - -、 - -、 - - を便宜上「 ＋平音」

と呼ぶことにする。この表記は濁音、鼻音が後続する場合に限り、 ． で述べた

「入り渡り＋平音」と対立する。「入り渡り＋平音」では後続子音が濁音と鼻音に限

られるのに対して、「 ＋平音」は語の構成要素一つ一つを独立した語と考える

から、後続音は理屈上存在せず、したがって様々な後続音に対応する。歯茎音が後

続する表記（ - -、 - -、 - -、 - -、 - -）が同じ形を

取るため、両表記の使い分けを見る上で重要となるのは、異なる形を取るガ、バ、

マ行である。

また、 - - 、 - - 、 - - の表記は「鼻音（ 、 ）＋濃音」

と呼ぶことにする。これはカ、タ、パ行が後続する語に用いられており、「 ＋

平音」の - -、 - -、 - - と対立する（ただし清音が後続する場合

に限る）。

． カ行、ガ行が後続する場合

まず外来語、次に漢語を、それぞれ ． -（「 ＋平音」）、 ． - （「鼻音

（ 、 ）＋濃音」）、 ． -（「入り渡り＋平音」）の順に提示する。各表記の部

分のローマ字の上に・を付す。また、撥音を含む漢字と、撥音の後続音のひらがな

に下線を引く。数字は複数例の場合の例数、分数はその語のすべての例に対するそ

の表記例の割合を示す。改修本、重刊本の改修状況は、その語が引き継がれていれ

ば必要に応じて 改> 重>で示すが、別表現に変えられていたり削除されていれ

ば提示しない。改修状況で「同」とあるのは音注の表記法が同じと言う意味であ

る。 葡>は『日葡辞書』、 文>は『日本大文典』を示す。同じ語に複数の表記が

用いられている場合は、ゴチックで示す。

． ． 外来語

． -（ - ）

釜山浦 / ：ふさんかい -
・
-
・
-

改> - - -（ 上- )

． - （ - ）

釜山浦 / ：ふさんかい -
・
-
・・

-

． -（ - ）

前規：せんきう
・
-
・

- （ - )

改>同：せんき
・
-
・
（ - )（前規）

重> - （ - )（先規）

［



葡> 先規

本稿における外来語とは、当時日朝の人々が使っていた朝鮮語由来の日本語を指

す。「ふさんかい」は -
・
-
・

（釜山の入り江）、「せんきう」は
・

-
・

（前規）に由来する。どちらも朝鮮語は - - であるが、前者は （ -）

または （ - ）で、後者は （ -）で表されている。前者は清音で、後者は濁

音で取り入れられたのであろう。「前規」は改修本で頭子音が 、語末が - に

なり、重刊本で撥音が 、朝鮮語訳が「先規」に改められる。外来語から漢語へ

の修正過程が見られる。

． ． 漢語

． -（ - ）

【清音】

カ ①南海道：なんかいたう
・
-
・
- - - 、②遍数：へんかす

・
-
・

- 、③臣下：しんか
・
-
・

改> 重> -

キ ④天気 / ：てんき
・
-
・

重> - 、⑤三万斤：さんは

んきん -
・
-
・

クヮ⑥参会：さんくわい
・
-
・

-、⑦軍官 ：
・
-
・

コ ⑧先刻：せんこく
・
-
・
-

【濁音】

ガ ⑨晩方 ：はんかた
・
-
・
- 、 時分柄：しふんから -

・
-
・
-

ギ 難儀：なんき
・
-
・
、 慇懃 /：いんきん

・
-
・

本意 ：ほんき
・
-
・

改>同 、ほんい - 重>ほんい

- 葡> - )

グ 日本口 ：にほんくち -
・
-
・
-

ゴ 前後 /：せんこう
・
-
・
- 改> 重>同、 文言：もんこん

・
-
・

． - （ - ）

キ 天気 / ：てんき
・
-
・・

、
・
-
・・

重>同：
・

-
・・

． -（ - ）

ガ 懸隔：けかく
・
-
・
- 葡>

ギ 異議 ：いんき
・
-
・

改>同 ：いき
・
-
・

葡>

慇懃 /：いんきん
・
-
・

改> - 重> -

グ （十）三郡 ：さんくん
・
-
・

、しうさんくん - -
・
-

・
改>同 重> -

ゴ 前後 /：せんこう
・
-
・
- 、

丹後：たんこ
・
-
・

改>同 重> -

談合 ：たんかう
・
-
・

- 、
・
-
・

- 改>同 重>同

葡>

>

］ 世紀の撥音に関する考察



． - （ - ）

ゴ 豊後：ふこ
・
-
・・

改>ふこ - 重>ふこ -

-（ - ）

グァ 官 ：せんくわん
・
-
・

改>同 重>同

． ． ． 清音キの「天気」

まず、清音の表記を見てみる。和語では「何日」、外来語では「釜山浦」の半数

強の例に （「鼻音（ 、 ）＋濃音」）が使われていたが、漢語では唯一「④

天気」が、その半数の例で である。陳（ ）は、朝鮮資料で主に平音で表記

されている当時の日本語の清音について、「 ～ 世紀における語中の「カ行・タ

行」の清音は、現代東京方言のような の破裂音ではなく、例えば「カ行」は

音声のレベルでは［ ］～［
○
］の範囲の実現をする音であった（ ）」と推測す

る。現在の東北方言に見られる無声子音の有声音化（「赤」がアガ）現象を考える

と実感できるものである。さらにこの現象が撥音の後では無声音のまま（「行火」

がアンカ）であることを考えると、「 天気」の は語末キの子音が有声音化

していない、 の破裂音であることを表しているのであろう。「天気」は船頭達

の口に頻繁に上る、ごく日常的な語である点、漢語というよりも、むしろ和語に近

い語感があったのかもしれない。

． ． ． 濁音の例

次に濁音について見てみる。漢語は和語と異なり、濁音が後続する語でも の

-（「 ＋平音」）の例が多い。 のみで表された例のうち「⑨晩方」「 時分柄」

「 日本口」はともに「音読み＋訓読み」の複合語である。ギの「 ほんき

- 」 例の朝鮮語訳が「本意」とある。「意」（東音 、呉音・漢音イ）と

「儀」（東音 、呉音・漢音ギ）を混同したのかもしれない。

の -（「入り渡り＋平音」）のみで表記された例のうち「 懸隔」「 異議」

は仮名遣いが乱れている。「 丹後」「 豊後」は巻 の国尽くしに出て来る地名

である。

（ -）と （ -）の両表記が用いられているのが「 慇懃」と「 前

後」の 語である。「慇懃」は 対 で が多い。

談合」はキリシタン資料では 拍目が清音であるが、 例すべて （ -）

で、しかも重刊本まで が残っているから当時すでに濁音化していたのかもしれ

ないが、あるいは「談」（ ）を見て、末子音に がないから にしてしま

った、という可能性もあるかもしれない。本書で東音の末子音が である漢字

にガ行音が続く漢語は「 三郡」「 談合」「 官」の 語だけであるが、いず

れも音注に が見られないのである。

（「入り渡り＋濁音」）は改修を重ねる中で （「 ＋平音」）に改められてい

る。重刊本まで のままなのは「 談合」の 例と、仮名に「ん」のない「 豊

後」だけである。

［



． タ行・ダ行が後続する場合

タ行・ダ行が後続する例は漢語だけである。タ行の語は （「 ＋平音」）、ダ行

の語は か （「入り渡り＋平音」）と分類する。

． -（ - ）

タ ①安泰 ：あんたい
・
-
・
-、②膳退 )：しゆんたい

・
-

・
-（ - ）、③端端に ：たんたんに

・
-
・

- 、④都船達：と

うせんたち - -
・
-
・
-

テ ⑤淵底：えんてい
・
-
・

-、⑥心底：しんてい
・
-
・

-

ト ⑦陰徳：いんとく
・
-
・
-

か ． -（ - ）

ダ ⑧難題：なんたい
・
-
・
-

ド ⑨今度 ：
・
-
・
、 先途 ：せんと

・
-
・ ・

-
・

・
-
・
、 筑前殿 ：ちくせんとの - -

・
-
・
- 、 安堵

：あんとう
・
-
・
- 、 山陰道：さんいんたう -

・
-
・

- 、 東山道：とうさんたう - -
・
-
・
- 、 船頭 ：せん

とう
・
-
・
-

． -（ - ）

チ 天地：てんち
・
-
・

チュ 館中 ：くわんちう
・
-
・

-

諸代官中：しよたいくわんちう - --
・
-
・

-

船中 ：せんちう
・
-
・

- 葡>

>

、

ツ 半月：はんつき
・
-
・
-

か ． -（ - ）

ヂ 心中 ：しんちう
・
-
・

- 葡>

>

ヂョ 頑丈：かんちやう
・
-
・

-

デ 当年条：たうねんてう - -
・
-
・

-

． ナ行が後続する場合

ナ行も漢語のみである。「①檀那」の仮名に「ん」がない。

か ． ＋ （ - ）

ナ ①檀那 ：たな
・
-
・
（ - )（ - ) )、②案内 ：あんない

・
-
・
-

ニ ③堪忍 ：かんにん
・
-
・

、④（十）二三日 ：(しう）にさんにち

（ ） （ - -） -
・
-
・
- 、⑤官人：くわんにん

・
-

・
、⑥今日 ：こんにち

・
-
・
-

ネ ⑦今年：こんねん
・
-
・

、⑧近年：きんねん
・
-
・

、⑨千

年：せんねん
・
-
・

ノ 筑前の守 ：ちくせんのかみ - -
・
-
・
- -

］ 世紀の撥音に関する考察



． サ行・ザ行が後続する場合

． ． 外来語

． -（ - ）

信使：しんす
・
-
・

、判事：はんす
・
-
・

か ． -（ - ）

正官じ：しやうくわんし - -
・
-
・

、 - -
・
-
・
(

- )

信使」「判事」の東音は - 、 - で語末母音が、である。この

文字の音はもともとはΛに近かったのが、 世紀には非語頭で に変化していた

というが、本書では が非語頭につく 語の外来語中、 語はウ段の「す」にな

っている )。「信使」は巻 に「しんし - 」という漢語の例が 例みられ

る。一方、「判事」に漢語の例はない。

． ． ． 正官」と「正官じ」

正官」には上述の「しやうくわんし」の他に「しやうくわん」という形も見ら

れ、どちらも 例ずつ計 例見られる。筆者はこれを外来語と漢語のペアであろ

うと考えている。では、この つの形に意味の違いはあるだろうか。また、「正官

じ」の「じ」は何に由来しているのだろうか。

まず、意味の違いについて考えてみよう。「正官」と「正官じ」の現れ方は、原

刊本とそれ以降（改修本、重刊本）とで異なっている。改修本以降の使い分けを見

ると、「正官じ」と呼ぶ場合には敬意が含まれているようであるが )、原刊本では

そのような使い分けは見られない。以下に原刊本でこの 語の出て来る 例をす

べて列挙する。漢語は四角で囲み、外来語は下線を引く。

なお、東莱府使は朝鮮の地方長官、釜山 使はその管轄下の陣営の武官、正官は

対馬から朝鮮に定期的に派遣されていた使節団（送使）の団長、倭館は釜山にあっ

た日本人使節接待のための公館のことである。

（対馬の送使船を朝鮮の役人が出迎える際の会話）

． 朝鮮側：正官（ - ）は誰で御座るか。

． 朝鮮側：正官（ - ）はどこに御座るか。

． 送使側：正官（ - ）は船気にて╱正体なく下に伏しまるした。

(釜山の倭館で朝鮮の役人が送使側の役人に）

． 朝鮮側： 正官（ - ）見舞いに行きまるする程に╱重ねて見まるせう。

． 送使側：正官じ（ - ）へ身も人を遣りまるせう程に╱こなたも小通事を

先に遣ってみて御座れ。

(朝鮮の役人と送使側の役人が接待行事の打ち合わせをする会話）

． 送使側：ただし正官じ（ - ）総じて病気な人で御座ったに╱何とやら来

ると否や╱また気相気で╱食い物もえ食わず伏せっていまるする程に

． 朝鮮側：正官じ（ - ）の気相も存ぜず╱送使に差しあいないように申し

て明日定めに。

． 朝鮮側：今になって正官じ（ - ）の気相とおしらる程に。

［



． 朝鮮側：正官じ（ - ）出でられずば╱我等不調法は申し分けられん程に

．朝鮮側：たとえ正官じ（ - ）御気相に御座るとも

．日本側：正官じ（ - ）昨晩より患い付いた程に

．日本側：正官（ - ）気色が╱堪忍なるべき程ならば

（接待の席で東莱府使と送使側の役人の会話）

．東莱府使（上位）：正官（ - ）を珍しう見まるせうかと思うたが

．送使側（下位）：正官（ - ）は島より来る時から

．送使側（下位）：今日はこのようにあしらわしらるを╱行って正官じ（ -

）に申したらば╱御目に掛からんをいこう悲しう存じまるして

（銅錫の公貿易の日、釜山 使が送使側の役人に挨拶する）

．釜山 使（上位）：聞きまるすれば正官じ（ - ）がようなったと申す程

に

（銅錫の公貿易の翌日、朝鮮の役人が対馬の役人に、東莱府使と釜山 使の言葉

を伝える）

．朝鮮側：東莱釜山浦より╱ 正官（ - ）と都船たちの様体が╱常のみな

らず╱奇特な挨拶を╱皆よう召さると褒めさしらる程に

（木綿の公貿易の日、朝鮮の役人が正官に注文を付ける）

朝鮮側：さて今日は右の道理を╱ 正官（ - ）も╱御分別あって

全体を見ると、例 ～ は正官、 ～ は正官じ、 ～ は正官、 ・ は正官

じ、そして ・ は正官である。その傾向を大別すると、フォーマルな話では正

官、個人的な話になると正官じとなっているように思われる。そうであるならば、

「正官」が一般的な役職名であるのに対し、「正官じ」のほうは対馬から送使の正官

として来朝した具体的な人物そのものを指しているのではないだろうか。

～ は入国手続きの会話であり、正官はあくまでも送使のトップの役職名であ

ろう。 は微妙だが、送使の世話係の役人が正官を見舞うのは仕事であり、しかも

正官とまだ一度も言葉を交わしていない様子だから、単に役職名と考えてもいいか

もしれない。しかし、一旦見舞って知り合えば、次からは「あの正官」を念頭に置

いて送使側と話を進めるであろう。それが ～ のやり取りに出て来る「正官じ」

なのではないか。 は「正官じ気色」となってもよさそうだが、「正官気色」で一

語なのかもしれない。 ・ の東莱府使・釜山 使臨席の茶礼ではまた「正官」

となるが、 、 では病気の正官の個人的な話になっている。そして ・ はフ

ォーマルな言葉である。

． ． ． しんし」と「しんす」

次に「信使」の使い分けを見てみよう。原刊本においては巻 を除くすべての

例が「しんす」となっているが、巻 だけは 例が「しんす」、 例が「しんし」

で、 つの形が混在している。

． (筑前守の使→通信使：筑前守の言葉の引用）

筑前の守申し置きまるする所は╱「しんし（ - ）、御通りの刻み╱何卒ご

馳走申し上ぐる様に」╱固く申されたれども

］ 世紀の撥音に関する考察



． ．（地の文）

しんす（ - ）吉田へ御泊まりの時╱太守（対馬守）と昭長老が見舞いに

て╱しんす（ - ）へ申す様は

． (対馬守と昭長老→通信使）

江戸よりしんす（ - ）の問安に╱歴々の侍二人╱三島まで待つと申す程

に

． ．（対馬守→通信使）

また、あの使がしんす（ - ）を敬って╱装束をするならば╱しんす（ -

）も装束を召さしられてよう御座るやら

． （地の文）（奉行→通信使：将軍の伝言）関白（将軍）より奉行を以って╱

しんし（ - ）へ╱「何事なうこれまで着かしられて…

． (対馬守→通信使：将軍の伝言）上（将軍）より「明後日は吉日じゃ程に╱

しんし（ - ）へ御対面の様子を╱直に参って左右を申し入れ」とある儀

でこそ御座る。

． (対馬守→通信使：奉行の言葉の引用）「御進物もお城へ上がらしらる日╱先

へ持たせて並べ立てた後に╱しんす（ - ）が御座る様にしたらばよそう

な」と（奉行達が）申す程に

四角で囲んだ「しんし」に注目すると、 の筑前守、 と の将軍はいずれもま

だ通信使に会ったことがない )。一方、「しんす」と呼ぶ対馬守、昭長老は通信使

と近い関係であるし、 の奉行達も通信使の江戸到着後は対馬守とともに将軍との

仲介役をしている人達である。原刊本の上記 例はもともと「しんし」であった

のを、後から 例「しんす」に修正したものであるが、 、 、 の 例を「しん

す」に修正しなかったのは、「しんす」は特定の人物を指す、親しみのこもった呼

び方という意識があったからではないだろうか。「しんす」は改修本以降「しんし」

に改められ、重刊本では「しんす」は残らず消えている。

． ． ． 正官じ」の由来

では、「正官じ」の「じ」（し ）は何に由来するのであろうか。本書には韓国

語に由来する外来語がいくつか見られるが、末子音 の表し方は次のようであ

る。

大庁 -
・
＝>たいてき

・
--

・
-
・
（ - ）他

特 -
・
＝>つそき

・
-
・
-
・
（ - ）他

つくそき
・

- -
・
-
・
（ - ）他 )

例とも「語中の濁音」 - で表したギを語末に加えている。その理由は韓国語

の末子音 が日本語のガ行の入り渡りの鼻音と似ていたからであろう。同様に語

末の末子音 を表そうとするならどうなるであろうか。原刊本においてはダ行の

前で入り渡りを示す がコンスタントに現れているから、語末にヂを加えれば

「 - -
・
-
・
（正官ぢ）」となる。ところで、次節の「案じて」に

「①あちて
・ ・

-
・
- 」と「⑦あして

・ ・
-
・
- 」の つの表記が

見られるように、撥音に続くヂとジは当時も実際には同じ音であったと思われる。

［



そのため、「正官ぢ」という音を聞いてハングル化しようとした朝鮮の教材制作者

は、 - -
・
-
・
の方を選んでしまったのではないだろうか。

同じ「官」の付く役職名でも「代官」は大勢いたから、一人の人物を指して「代

官」と呼ぶことはなかったであろう。外来語と漢語のペアを持つ「信使」と「正

官」に使節団のトップという共通点がある点で、ともに役職を指す場合と具体的な

人物を指す場合を区別することが多かったのであろう。

． ． 漢語

以下に漢語の語例を提示する。必要に応じて、「原刊本→改修本」「原刊本→改修

本→重刊本」の順番で改修状況を示す。

． ． ． -（ - ）の語例

か ． -（ - ）

ジ ①案じて /：あんちて
・
-
・
- （ - ）→同→同、

②悋文字：りもんち -
・
-
・
（ - ）→りもし - 葡>

（小文字：小麦の女房詞）、③肝腎
・
-
・

（ - ）、

ジュ④多人数：たにんちう -
・
-
・

- →たにんす - →同

葡>

ジョ⑤難所 ) ：らんちやう
・
-
・

- 葡>

四つ仮名の混同のようにも見えるが、撥音に後続していることがより大きな混同

の原因であろう。「④多人数」は当時の日本語の音がタニンジュだったためか、朝

鮮語訳に「多人中」と漢字が当てられている。「①案じて」は重刊本に到るまで修

正されていない。

． ． ． と の使い分け

次に -（ - ）と -（ - ）の例を提示する。

か ． -（ - ）

【清音】

ス ⑥金子 /：きんす
・
-
・
（ - ）→同→同 葡>

【濁音】

ザ ⑦円座：えんさ
・
-
・

ジ ⑧案じて /：あして
・
-
・
- （ - ）、⑨感じ：かし

・
-
・

（ - ）(- ）かんし
・
-
・
（ - ）、 進じ ：しんし

・
-
・
、

・
-
・
、 存じ / ：そんし

・
-
・

、御そんし -
・
-

・
、 存じ前：そんしまえ

・
-
・
- - 、 単子：たんし

・
-
・
、 晩じ ：はんし

・
-
・
、 返事 ：へんし

・
-
・
、

万事 ：はんし
・
-
・

、まんし
・
-
・

、 御覧じ ：御ら

んし -
・
-
・

葡> 、

>

ズ 存ず～ / ：そんす～
・
-
・
（ - ）

ゼ 存ぜん：そんせん
・
-
・

． -（ - ）

サ 懇札：こんさつ
・
-
・

］ 世紀の撥音に関する考察



シ 三使 ：さんし
・
-
・
、 信使 ：しんし

・
-
・
、 斟酌 ：し

んしやく
・
-
・

- 、 都船主：とうせんしゆ - -
・
-

・
、 尊書 ：そんしよ

・
-
・

、 返書 ：へんしよ
・
-
・

ス 金子 /：きんす
・
-
・
（ - ）→同→ -

（ - ）→同

反する：はんする
・
-
・
- 、 番する：はんする

・
-
・

-

セ 宴席 ：えんせき
・
-
・

- 、
・
-
・

-

ソ 三艘 ：さんそう
・
-
・
-

か ． -（ - ）

ジ 参じ：さんし
・
-
・
（ - ）→ -

存じ / ：そんし
・
-
・
（ - ）→ -

晩じ /：はんし
・
-
・
（ - ）→ -

ジョ 参上：さんしやう
・
-
・

- （ - ）→ - -

面上：めんしやう
・
-
・

- （ - ）→ - -

ズ 感ずる：かんする
・
-
・
- (- )

存ず～ / ：そんす～
・
-
・

ゼ 進ぜう：しんしやう
・
-
・

- (- ）→同

ゾ 満足 ：
・
-
・
- （ - ）→

・
-
・
-

-（ - ）の例を見てみよう。 はほとんどがザ行に対応しているが、唯一

「⑥金子」の 例中 例が で表されている。日葡辞書等では清音であるから、

「子」の東音 に拠った可能性がある。本書では、 はウ段で、 は で表記

される傾向があるのである )。ただし、重刊本になると⑥だけでなく の 例も

- に改められているから、あるいは本書の拠った日本語では濁音だったとも考え

られる。

-（ - ）の例は、サ行に多く対応しているが、一方でザ行の例もある。ジ、

ジョでは 語 例あるが、各語 例ずつであり、改修本ですべて に改められて

いる。一方、ズでは「 感ずる」が 例、「 存ず～」は 例もある。その改修

状況は以下のようである。

感ずる： - - （ - ）→ -

存ず～： - （ - ）他 → -

： - (- )→同→同

： - ( - )→同→ -

： - ( - )→ - → - -

： - (- ）

存ずる」の - は重刊本に至るまで - であるし、 - は改修本で一旦

「存じ」とされたのが重刊本に至って再び - になっている。これらの改修を通し

て に改められた例はすべて に改められているのであり、 に改められた

例は 例もない。この状況を見ると、ズに を当てたのには理由がありそうであ

［



る。撥音に続くズは破擦音として実現するであろうから、 - とは実際には

- だったのではないだろうか )。そうであれば、音注制作者の耳に -

と聞こえれば - で、 - と聞こえれば - で表したのであろ

う。

ゾの「 満足」も 例とも - で、 に改修されたものはない。感情を込めて

強く言うなどして有気音となり、 - のように聞こえたのかもしれない。

． パ行・バ行・マ行が後続する場合

． ． 外来語

． - （ - ）

看品 ：かんほく
・
-
・・

- 重> - -

かんほく」は - に由来すると一応考えられている。小倉・河野

( ）に「朝鮮字音の轉であらう」（ ）とあり、浜田（ ）も「少なくと

も原刊本に見える形は、たとえ鼻音に接しても、「連濁」しない有気音 を持つ朝

鮮漢字音「品」の干渉が、認められるという意味では、朝鮮語よりの一種の外来語

と考えることもできるであろう（浜田 ： ）」と述べているが )、

からどのようにして「ほく」の「く 」が導き出されたのかは謎である。浜田

（ ）は、あくまでも一つの遁げ道に過ぎないと断りつつ、同義の「看色」（

- ）の干渉によって成立したのかもしれないと述べている（浜田 ：

）。しかし、「看品」とは公貿易品の品質の鑑別式のことであり、日朝貿易に携

わる通訳官たちにとっては重要な語彙なので、間違った形で定着し長期間使い続け

られるというのも納得できない。

さて、「かんほく」の音注は - （ - ）である。 （「鼻音（ 、 ）＋濃

音」）は、カ行の「何日
・
」「天気

・
」「釜山浦

・
」やタ行の「何と

・
」にも見られたが、そ

の場合の撥音は で表された。「かん
・
ほく」の撥音に両唇音 が用いられてい

るのは後続音からの逆行同化が表されているようである。一方、カ行の例は -

- でなく - - であるが、それは当時のガ行に入り渡りが付き物であった

ため、清音の直前に を用いることができなかったのであろう。しかし、バ行音

の場合は入り渡りがほとんど現れなかったため、半濁音の直前で を使っても

問題がなかったと思われる。

． ． 漢語

． ． ． パ行・バ行の例

倭>は『倭語類解』の例であることを示す。『日葡辞書』はすべて- -、- -

であるが、『日本大文典』では- -、- -の表記が目立つ。

． -（ - ）

パ ①巡杯：しゆんはい
・
-
・
-、②面拝：めんはい

・
-
・
-

葡> 文>

ピ ③御伝筆：御てんひつ -
・
-
・
-

バ ④関白：くわんはく
・
-
・
- 倭>下 - -
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葡> 文> 、⑤三番さんはん
・
-
・

ブ ⑥今年分：こんねんふん -
・
-
・

． - （ - ）

バ ⑦今晩：こんはん
・
-
・・

（ - ）→こんまん - → -

⑧三万斤：さんはんきん
・
-
・・

- ( - ）→同→さんまんき

ん - -

⑨万万：はんはん
・
-
・・

( - ）→まんまん -

ブ 順風：しゆんふう
・
-
・・

- （ - ）→同→同

(- ）→ - - →
・

-
・・

倭>上 - - 葡>

>

ボ 面目 /：めんほく
・
-
・

- （ - ）→同

葡> ：顔 ：名誉 文> 、

． -（ - ）

バ 丹波：たんは
・
-
・

→同→ - 文>

ブ 膳敷：せんふ
・
-
・

→同→同

半分 ：はんふん
・
-
・

→ - → -

ベ 分別 ：ふんへつ
・
-
・

- 、御ふんへつ -
・
-

・
- 、

ふんへつ
・
-
・

- （ - ）→同

御ふんへつのまえ -
・
-
・

- - - -

（ - ）→同→ - 葡> 文> 、

． - （ - ）

バ 千万：せんはん
・
-
・・

（ - ）→せんまん -

ブ 三奉行：さんふきやう
・
-
・・

- - （ - ）→同

バ行の表記に が見られる。「⑦今晩
・
」「⑧三万

・
斤」「⑨万

・
万
・
」「 順風

・
」「

面目
・
」「 千万

・
」「 三奉

・
行」である。 は特定の漢字の頭子音に多く用いられ

ている。語頭の平音 に鼻音 を添加して有声音であることを強調した表記で

あろう )。

順風」の 拍目は、『日葡辞書』では

>

であるが、重刊本も倭語類解も

なので、この方言においては濁音だったのであろう。

面目」はボかモか微妙なので、次のマ行の例も含めて全 例とした。

． ． ． マ行の例

． - （ - ）

マ 万万 ：まんまん
・
-
・

→同

ミ 珍味 /：ちんみ
・
-
・
（ - ）→同→同

メ 日本めいて：にほんめいて -
・
-
・

- -

神妙：しんめう
・
-
・

- （ - ）→同 葡> 文>

［



、

モ 御進物 ：御しんもつ -
・
-
・

- →同 葡> 文>

日本者：にほんもの -
・
-
・

-

封進物 ：ふうしんもの - -
・
-
・

- →同→同

面目 /：めんもく
・
-
・

- （ - ）→同

ミョ 今明日中 ：こんみやうにちちう
・
-
・

- - - - -

． - （ - ）

ミ 珍味 /：ちんみ
・
-
・
（ - ）→ - →同

吟味：きんみ
・
-
・

→ -

半道：はんみち
・
-
・
- →同 葡> 文>

モ 見物 ：けんもつ
・
-
・

- （ - ）（ - ）→けんふつ

- -

(- ）→けんふつ - - → -

けんもつにん
・
-
・

- - （ - ）→けんふつに

ん - - - 葡> 文> 、

面目 /：めんもく
・
-
・

- (- ）

見物」は原刊本では 例すべて「けんもつ - - 」となってい

るが、改修本からブに改修されている。

バ行もマ行も、改修を重ねる中で （「 ＋平音」）に改められている。重刊本

まで （「入り渡り＋平音」）のままなのは、バ行の「 膳敷」だけである。

． ． ． と

バ行の「⑥今年分」、マ行の「 日本めいて」「 日本者」「 封進物」「 今明

日中」の計 語は複合語で である。一方、地名「 丹波」と外来語「看品」は

である。

そこで、 の例から語中に境界がある上記 語を除き、 の例から地名（丹

波）と外来語（看品）を除いてみると、以下のようである。

：関白、三番、今晩、三万斤、万万、順風、面目、珍味、神妙、進物

：膳敷、半分、三奉行、分別、千万、珍味、吟味、半道、面目、見物

の語は、撥音に接する母音に狭母音がやや多いように思われる。

．結論

本研究から得た結論は以下のとおりである。

イ．語末の撥音はすべて「ん 」で表記されている。この文字は概念上の撥音表

記であり、実際の音との関連はないと思われる。

ロ．語中の撥音を表す音注には、次の 種類がある。その用いられ方は、語種に
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よって偏りがある。：の後は撥音の後続音。

．「 ＋平音」 - -、 - -、 - -、 - -、 - -、 -

-、 - -、 - - ：カ、タ、ナ、サ、パ、マ行、濁音

．「鼻音（ 、 ）＋濃音」 - - 、 - - 、 - - ：カ、タ、

パ行

．「入り渡り＋平音」 - -、 - - 、 - -、 - - 、 - -、

- -、 - -、 - - ：濁音、ナ、マ行

は主に漢語に用いられている。これは構成要素の漢字一つ一つを独立し

た語と捉えた表記法であろう。清音、濁音、半濁音、つまり様々な音が後続

する場合に用いられている。

一方、 と は、主に和語、外来語に用いられる。全体を一つの語と捉え

たより表音的な表記法で、非有声音化（カ、タ、パ行が後続する場合）、入

り渡り（ガ、ダ、ザ行が後続する場合）、逆行同化（バ、マ行が後続する場

合）などを表していると思われる。

ハ．複合語の前項の撥音は で表記されている。地名は で表記されている。

また、「ん」の仮名遣いから見て漢語が把握されていないと思われる語も

で表記されている。

ニ．ガ行とバ行には - - 、 - - 、 - - も見られるが、後続

音に使われている語頭子音 、 は特定の漢字に当てられており、

撥音の表記に影響は与えていないであろう。

ホ．改修状況は、 の例は重刊本に到る間にほとんどが に直されている。 の

例は語数が少ない上、重刊本まで同じ語形で引き継がれた語は「天気」 語

のみである。「天気」は原刊本では と が半々だったのが、重刊本ですべ

て に統一されている。

ヘ．「正官じ」は - （正官）に由来する外来語であり、末子音 を

日本語化するために濁音ヂの入り渡りを利用したが（正官ぢ）、それを朝鮮

の教材制作者がハングル化するときに「しやうくわんし - -

- 」としたのではないかと推測する。もしそうであるならば、漢語

「正官」の撥音はすでに舌音性を失っていたと考えられるであろう )。
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註

) ただし、巻 （書簡文）では書き言葉的な語彙に末子音 の表記が見られる（ 一筆

- ）。なお、ハングルのローマ字転写は河野（ ） に拠る。

) 浜田（ ）は、語末の促音/ /はこれと相関する撥音/ /の支えによって存在し得たと指

摘している（ ： - 、 ： ～ ： ）。/ /と/ /の相関とは、どちらも規範的には

同じ調音点（歯茎）を持つ、という意味であろう。

) 資料として鄭光編著『原刊活字本捷解新語』（弘文閣）を用いた。これはソウル大学奎章閣

所蔵本 号の影印本である。

［



) 土井訳註（ ） に拠る。「べけんや」は和語の例である。その他すべては舌内入声

の例であるが、すでに舌内入声と唇内入声の区別が失われていた時代であるから、唇内入声の

後でも同様の連声現象が起きていたと思われる。

) 以下、ソウル大学奎章閣所蔵本 号を本書と呼ぶ。

) - は巻 の 帳表を、 は裏を意味する。帳数は文であれば文頭、語であれば語頭の

位置で表示する。

) 対面成らば」（対面が実現したら）という解釈もある。しかし、「分別ならんでかなわん事

は」（ - ）「堪忍なるまい事は」（ - ）「差引きなりまるせん事で」（ - ）のように

「成る」は実現の難しいことに対して使われているのに対して、ここでは接待係の役人が使節

に対面するのであり、対面は当然のことであるから、「対面あらば」（対面したら）と解釈する

方が適当と思われる。本書では、やや敬意の低い「油断ある」「呼びある」「残しある」、敬意

の高い「思しある」「御分別ある」「御渡海ある」等も見られる。なお、朝鮮語訳は重刊本まで

すべて「對面 」、日本語は改修本から「対面さっしゃれたらば」と改められている。

) 例外は「たんかう
・
- - （談合）」と「かんほく

・
- - （看品）」で

ある。「談合」は江戸時代までは 拍目が清音であったと考えられている。

) 梅田（ ）には韓国語の 種類の子音の特徴が以下のように説明されている。（ -）

濃音：語頭、語中ともに無声音で実現、声帯の完全な閉鎖、声帯の高い緊張、破裂前の

声門下圧の高まり

激音：語頭、語中ともに無声音で実現、声帯の広い開放、高い声門下圧

平音：語頭は無声音、語中は有声音で実現、上記のすべての特徴において

現代語の語中の清音は韓国人には濃音と聞き取られやすいようである。

) 漢語と和語の複合語もあるが、撥音の部分が漢語であれば、すべて漢語の例に分類した。

) 伝統的な朝鮮漢字音のこと。

) 日葡辞書には -（本意：本来の道理）の他に （本儀：本来の事、あるいは、正

規の事）もあるが、原刊本の朝鮮語訳が「本意」となっていること、重刊本ですべて「ほん

い -」に訂正されていること、日葡辞書の -の例にある - （本意

を背く）が原刊本でも見られることから、やはり - であろう。「ほんきおそむきた」（ -

）、「ほんきそむきに候」（ - ）（ - ）

) 解釈が難しいが、『倭語類解』（司訳院編纂の日本語の辞書。 世紀初頭頃成立）上 の

「膳退 - - すべる」が音も意味も近いように思われる。

) (- ）はもともと - であったのが修正されたもの。（ - ）は修正されてはい

ないが、異本（東大小倉文庫所蔵本）に挿入された別版には - とある。安田（ ）

、 、金（ ） 、 参照。

) ウ段：信使、判事、差使員（さいす
・
えん - -

・
- - ）

ア段：送使（そさ
・

-
・

- 他）

) 改修本と重刊本で唯一現れ方が違っているのは「正官は（ - ）→正官には（ - ） →正

官じは（ - ）」の一箇所である。改修本の「には」に含まれる敬意が重刊本の「正官じ」

につながったのかもしれない。なお、重刊本の本文を草書体の漢字仮名混じり文に改めた

『捷解新語文釈』（ ）では「正官」「正官人」で書き分けられている。

) 通信使が筑前守の使に、「江戸に着いたら筑前守にお礼を言おう」（ - ～ - ）と言って

いることから、筑前守はこの時参勤交代で江戸に滞在していたことが窺える。

) この 語 例の他、房 （部屋）に由来すると思われる「はかい
・
-
・・
- 」（ -

）他 例もある。ギを付けるなら「はき
・
-
・・
」となるはずであるが、何故かガイ

が付いている。一方、末子音 や を表す時は母音イを挿入している。

（揚げ菓子）→くわつり - -
・
（ - ）他

（公貿易）→こむえき - - -
・
（ - ）他

こうむえき - - - -
・
（ - ）

) 解釈が難しいが、朝鮮語訳が「 海路」（ - ）、「 」（ - ）とあるので、意味

と音両面を考えると、「難所」（ ）ではないかと思われる。「難
・
題」を「なんたい

・

・
- -」（ - ）とした例もある。

) と については中山（ ） - で言及した。

) 李（ ）は 世紀の と が 、 の前では口蓋化音として、他の母音の前では歯音

として発音されていたとしている（ ）。そうであれば、 と 、 と はまだ

口蓋化しておらず、［ ］と［ ］、［ ］と［ ］ になる。
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) 森田（ ： ）は について「訓民正音」で並母の字音を写すのに用いられている

から［ ］を示しているであろうとしたが、浜田（ ： ）は 、 、 が濁音

でないことを示していると思われるのに、 だけ［ ］とするのは「きわめていぶかしい

と云わなければならない」（ ： ）と指摘している。

) 同様の表記がガ行、ダ行にも見られる。

ガ行 ：御
・
座る╱御～、五、鶏子

・
（カイゴ）、 ：御

・
意

ダ行 ：檀
・
那、 ：道

・
具、ど

・
こ、ど

・
ち、ど

・
う

この他、「筑後
・
」「豊後

・
」「肥後

・
」（ - のみ）、「談

・
合」、助動詞「べ

・
き」などもある。

) 本稿は 年 月 日（土）に麗澤大学で行なわれた日韓言語学者会議で発表した論文

を修正補完したものである。
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